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(57)【要約】
【課題】操作部を保持する手の指で、第１湾曲部と第２
湾曲部を同時に容易かつ確実に屈曲操作することができ
る操作性の優れた内視鏡の湾曲装置を提供すること。
【解決手段】操作部４からの遠隔操作により互いに独立
して屈曲させることができる先側の第１湾曲部２Ａと後
側の第２湾曲部２Ｂとが直列に連結して設けられた内視
鏡の湾曲装置において、操作部４に、回動操作すること
により第１湾曲部２Ａを屈曲させることができる回動型
湾曲操作部材５と、押し込み操作することにより第２湾
曲部２Ｂを屈曲させることができる押しボタン型湾曲操
作部材６とが、互いに独立して配置されている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性挿入部の後端側に設けられた操作部からの遠隔操作により屈曲する湾曲部が上記
可撓性挿入部の先端側に設けられて、上記湾曲部には、上記操作部からの遠隔操作により
互いに独立して屈曲させることができる先側の第１湾曲部と後側の第２湾曲部とが直列に
連結して設けられた内視鏡の湾曲装置において、
　上記操作部に、回動操作することにより上記第１湾曲部を屈曲させることができる回動
型湾曲操作部材と、押し込み操作することにより上記第２湾曲部を屈曲させることができ
る押しボタン型湾曲操作部材とが、互いに独立して配置されていることを特徴とする内視
鏡の湾曲装置。
【請求項２】
　押しボタン型湾曲操作部材が上記操作部の側壁部に配置され、上記回動型操作部材が、
上記押しボタン型操作部材から見て上記操作部の裏側にあたる位置に配置されている請求
項１記載の内視鏡の湾曲装置。
【請求項３】
　上記第２湾曲部を屈曲させるために上記押しボタン型操作部材により牽引操作される可
撓性の第２湾曲操作ワイヤが、一本だけ設けられて、上記第２湾曲部の先端内から上記可
撓性挿入部内を通って上記操作部内に引き通されている請求項１又は２記載の内視鏡の湾
曲装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の湾曲装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡には一般に、可撓性挿入部の後端側に設けられた操作部からの遠隔操作により屈
曲する湾曲部が可撓性挿入部の先端付近に設けられていて、可撓性挿入部の先端の方向を
操作者が任意の方向に任意の角度だけ変えることができる。
【０００３】
　そして、体内の観察可能領域を広げるために湾曲部をより複雑な形状に屈曲させること
ができるよう、湾曲部に、操作部からの遠隔操作により互いに独立して屈曲させることが
できる先側の第１湾曲部と後側の第２湾曲部とを直列に連結して設けたものがある。
【０００４】
　そのような第１湾曲部と後側の第２湾曲部を同時に屈曲操作すれば、体内の観察可能領
域を大幅に広げていわば自由自在に広範囲を観察することができる（例えば、特許文献１
、２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特公昭４５－１０９９１
【特許文献２】特開２０００－１２６１１８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　内視鏡の操作者は、操作部を保持していない方の手で、挿入部を被検者の体内へ挿脱す
る操作や処置具の挿脱操作等行う必要があり、その手は体内汚液等で汚染される。したが
って、湾曲操作は（機種によっては、送気送水操作や吸引操作等も）、操作部を保持する
手の親指と人指し指だけで行えることが望ましい。
【０００７】
　しかし、引用文献１に記載された発明おいては、二つの湾曲部を遠隔操作するための操
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作機構が遊星歯車機構であって、第２の湾曲操作部材の回動部に取り付けられた第１の湾
曲操作部材が第２の湾曲操作部材と共に回動してしまう。そのため、第１と第２の湾曲操
作部材を同時に操作するためには操作者が両手を使う必要があり、極めて操作性が悪くて
操作部汚染の問題も生じていた。
【０００８】
　また、引用文献２に記載された発明においては、第１の湾曲操作部材と第２の湾曲操作
部材が共に回動型の湾曲操作部材なので、その一方を回動操作する手の指で他方を回動操
作するのは極めて困難であり、やはり第１と第２の湾曲操作部材を同時に操作するために
は操作者が両手を使う必要があり、引用文献１に記載された発明と同様の問題が生じてい
た。
【０００９】
　本発明は、操作部を保持する手の指で、第１湾曲部と第２湾曲部を同時に容易かつ確実
に屈曲操作することができる操作性の優れた内視鏡の湾曲装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の湾曲装置は、可撓性挿入部の後端側に設
けられた操作部からの遠隔操作により屈曲する湾曲部が可撓性挿入部の先端側に設けられ
て、湾曲部には、操作部からの遠隔操作により互いに独立して屈曲させることができる先
側の第１湾曲部と後側の第２湾曲部とが直列に連結して設けられた内視鏡の湾曲装置にお
いて、操作部に、回動操作することにより第１湾曲部を屈曲させることができる回動型湾
曲操作部材と、押し込み操作することにより第２湾曲部を屈曲させることができる押しボ
タン型湾曲操作部材とが、互いに独立して配置されているものである。
【００１１】
　なお、押しボタン型湾曲操作部材が操作部の側壁部に配置され、回動型操作部材が、押
しボタン型操作部材から見て操作部の裏側にあたる位置に配置されていてもよく、第２湾
曲部を屈曲させるために押しボタン型操作部材により牽引操作される可撓性の第２湾曲操
作ワイヤが、一本だけ設けられて、第２湾曲部の先端内から可撓性挿入部内を通って操作
部内に引き通されていてもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、操作部に、回動操作することにより第１湾曲部を屈曲させることがで
きる回動型湾曲操作部材と、押し込み操作することにより第２湾曲部を屈曲させることが
できる押しボタン型湾曲操作部材とが、互いに独立して配置されていることにより、操作
部を保持する手の指で、第１湾曲部と第２湾曲部を同時に容易かつ確実に屈曲操作するこ
とができ、操作性が極めて優れている。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す側面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の湾曲部の一部を省略して示す側面断面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の第１湾曲部の屈曲状態を示す側面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡の第２湾曲部の屈曲状態を示す側面図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡の第１湾曲部と第２湾曲部が複合して屈曲した状態を示
す側面図である。
【図６】本発明の実施例の図２におけるVI－VI断面図である。
【図７】本発明の実施例の図２におけるVII－VII断面図である。
【図８】本発明の実施例の図２におけるVIII－VIII断面図である。
【図９】本発明の実施例の連結筒付近の分解斜視図である。
【図１０】本発明の実施例の第２湾曲操作用押しボタンの機構の側面断面図である。
【図１１】本発明の実施例の第２湾曲操作用押しボタンの機構が押し込み操作された状態
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の側面断面図である。
【図１２】本発明の実施例の内視鏡の使用状態を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は、本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示しており、１は、人の体腔内に挿入さ
れる可撓性挿入部である。
【００１５】
　可撓性挿入部１の先端部分に設けられた湾曲部２の先端には、図示されていない観察窓
や照明窓等が配置された先端部本体３が連結されている。湾曲部２は、可撓性挿入部１の
後端に連結された操作部４からの遠隔操作で屈曲する。
【００１６】
　ただし、湾曲部２には、図１及び図２に示されるように、操作部４からの遠隔操作によ
り互いに独立して屈曲させることができる先側の第１湾曲部２Ａと後側の第２湾曲部２Ｂ
とが、直列に連結されて設けられている。
【００１７】
　この実施例において、第１湾曲部２Ａは、図３に示されるように真っ直ぐなニュートラ
ル状態から上下両方向に屈曲させることができ、第２湾曲部２Ｂは、図４に示されるよう
にニュートラル状態から下方向のみに屈曲させることができる。なお、湾曲部２の屈曲に
ついての上下方向とは、観察画面の上下方向であり、各図において右側が上方向（又は、
前方向）、左側が下方向（又は後方向）である。
【００１８】
　図１に戻って、操作部４には、握り部４０より上端部寄りの位置に、第１湾曲部２Ａを
屈曲させる操作を行うための第１湾曲操作用回動片５（回動型湾曲操作部材）が、矢印Ａ
で示されるように操作部４の後側の側壁面に沿って回動操作自在に配置されている。
【００１９】
　第１湾曲操作用回動片５は、操作部４の側面に配置された回転軸５Ｘに基端が取り付け
られた回動アーム５Ａの先端に一体的に固着されており、第１湾曲操作用回動片５を回動
操作することにより、操作部４内で回転軸５Ｘに連結されているプーリ５Ｐが軸線周りに
回転する。
【００２０】
　プーリ５Ｐには、一対の第１湾曲操作ワイヤ１３Ｕ，１３Ｄの基端が固定されて基端近
傍部分が巻き回されている。したがって、第１湾曲操作用回動片５が回動操作されると、
一対の第１湾曲操作ワイヤ１３Ｕ，１３Ｄのうちの一方が牽引されて、他方が送り出され
る。
【００２１】
　なお、そのような湾曲操作機構は多くの特許公報等により公知なので、その詳細な説明
は省略する。一対の第１湾曲操作ワイヤ１３Ｕ，１３Ｄの先端は、第１湾曲部２Ａの先端
部分に１８０°位相をずらして連結されている。
【００２２】
　６は、第２湾曲部２Ｂを屈曲させる操作を行うための第２湾曲操作用押しボタン（押し
ボタン型湾曲操作部材）である。第２湾曲操作用押しボタン６を矢印Ｂで示されるように
押し込み操作すると、第２湾曲操作ワイヤ２３が牽引されて、第２湾曲部２Ｂが下方向に
屈曲する。その詳細な説明は後述する。
【００２３】
　第２湾曲操作用押しボタン６と第１湾曲操作用回動片５とは互いに独立して操作部４の
上半部に配置され、第２湾曲操作用押しボタン６が操作部４の側壁部に配置されて、第１
湾曲操作用回動片５が、第２湾曲操作用押しボタン６から見て操作部４の裏側にあたる位
置に配置されている。
【００２４】
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　より具体的には、第２湾曲操作用押しボタン６は、操作部４の中心軸からみて第１湾曲
操作用レバー５と略１８０°反対側の操作部４の前側の側壁面に、矢印Ｂで示されるよう
に押し込み操作自在に突出配置されている。
【００２５】
　そのような構成により、図１２に示されるように、操作部４の握り部４０を握った手の
親指で第１湾曲操作用レバー５を回動操作して第１湾曲部２Ａを屈曲させると同時に、人
指し指で第２湾曲操作用押しボタン６を押し込み操作して、第２湾曲部２Ｂを容易に屈曲
させることができる。
【００２６】
　その結果、例えば図５に示されるように、第１湾曲部２Ａと第２湾曲部２Ｂを複合させ
てＳ字状等に屈曲させる操作等も、操作部４を握った方の片手の指先で容易に行うことが
でき、体内の広い領域を片手操作で労することなく敏速に観察することができる。
【００２７】
　図２は、湾曲部２の構成を示している。また、図６、図７、図８は、図２におけるVI－
VI断面、VII－VII断面、VIII－VIII断面を図示している。なお、図２においては、湾曲部
２内に挿通配置されているイメージガイドファイババンドル７、ライトガイドファイババ
ンドル８及び処置具挿通チャンネル９等のような内蔵物の図示、及び湾曲部２を外装する
外装ゴムチューブ１０等の図示が省略されている。
【００２８】
　第１湾曲部２Ａと第２湾曲部２Ｂの骨組みは各々、図６及び図７にも示されるように、
複数の短筒状の関節輪１１，２１を各々１８０°対称の左右位置においてリベット１２，
２２等で回動自在に連結して構成されており、各々が上下方向のみに屈曲自在である。
【００２９】
　第１湾曲部２Ａの後端の関節輪１１Ｅと第２湾曲部２Ｂの先端の関節輪２１Ｆとは、例
えばステンレス鋼パイプ材等からなる連結筒３０で直列に連結されている。そして、湾曲
部２の外周部は、図６～図８に示されるように、柔軟で弾力性のあるゴム材からなる外装
ゴムチューブ１０で被覆されている。
【００３０】
　第１湾曲部２Ａを屈曲操作するための二本の第１湾曲操作ワイヤ１３Ｕ，１３Ｄは、関
節輪１１の内周面に沿って軸線と平行方向に、図６に示されるように、上方向側と下方向
側とに一本ずつ配置されている。
【００３１】
　図２及び図６に図示されている１４Ｕ，１４Ｄは、第１湾曲部２Ａ内の適宜の位置にお
いて第１湾曲操作ワイヤ１３Ｕ，１３Ｄを個別に挿通ガイドするための第１湾曲ワイヤガ
イドである。
【００３２】
　また各図に示されるように、第２湾曲部２Ｂ内から可撓性挿入部１内にわたって、第１
湾曲操作ワイヤ１３Ｕ，１３Ｄを挿通ガイドする密着巻きコイルパイプからなるワイヤガ
イドコイル１５Ｕ，１５Ｄが挿通配置されている。但し、図２においてはその大半の部分
が２点鎖線で略示されている。
【００３３】
　ワイヤガイドコイル１５Ｕ，１５Ｄの先端部分は、図８に示されるように、連結筒３０
の内周面にロー付け等で固着されている。図９は、その部分の分解斜視図である。ただし
、第１湾曲部２Ａの後端の関節輪１１Ｅ又は第２湾曲部２Ｂの先端の関節輪２１Ｆに固着
してもよい。
【００３４】
　ワイヤガイドコイル１５Ｕ，１５Ｄの後端は操作部４内に固定されていて、二本の第１
湾曲操作ワイヤ１３Ｕ，１３Ｄを第１湾曲操作用レバー５により選択的に牽引操作するこ
とができる。
【００３５】
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　その結果、第１湾曲部２Ａは、上側第１湾曲操作ワイヤ１３Ｕが牽引操作された時は上
方向に屈曲し、下側第１湾曲操作ワイヤ１３Ｄが牽引操作された時は下方向に屈曲する。
第１湾曲部２Ａの屈曲状態は図３に示した通りである。
【００３６】
　第２湾曲部２Ｂを屈曲させる操作を行うための可撓性の第２湾曲操作ワイヤ２３は、第
２湾曲部２Ｂの関節輪２１の内周面に沿って軸線と平行方向に下方向側に一本だけ配置さ
れて、可撓性挿入部１内を通って操作部４内まで引き通されている。したがって、他の内
蔵物を配置するためのスペースがさほど犠牲にならないので、細径内視鏡にも十分に適用
することができる。
【００３７】
　また、第２湾曲操作ワイヤ２３の少なくとも第２湾曲部２Ｂ内に位置する部分（この実
施例においては、第２湾曲操作ワイヤ２３の先端から操作部４内に位置する後端近傍部ま
での範囲）には、ばね性のあるステンレス鋼細線等を一定の径で密着巻きして形成された
弾性コイル２５が被嵌されている。弾性コイル２５は、図２及び図７等に図示されている
が、図２においては、その大半の部分が２点鎖線で略示されている。
【００３８】
　弾性コイル２５の先端部分は、図８及び図９に示されるように、連結筒３０の内周面に
ロー付け等で固着されている。ただし、第１湾曲部２Ａの後端の関節輪１１Ｅ又は第２湾
曲部２Ｂの先端の関節輪２１Ｆに固着してもよい。
【００３９】
　また、弾性コイル２５の後端は、操作部４等に固着されることなく周囲に対してフリー
な状態に配置されて、第２湾曲操作ワイヤ２３と共に軸線方向に進退するように設けられ
ている。
【００４０】
　そして、弾性コイル２５を緩く挿通ガイドするコイルガイド２４が、図２に示されるよ
うに、第２湾曲部２Ｂの途中位置の関節輪２１の内周部に設けられている。コイルガイド
２４は、第２湾曲部２Ｂ内で弾性コイル２５が軸線と平行方向に走行するように、弾性コ
イル２５の先端固定位置と対応する位置に設けられている。
【００４１】
　そのようなコイルガイド２４が設けられていることにより、第２湾曲部２Ｂが屈曲した
状態になっても、弾性コイル２５が関節輪２１の内周壁に沿った状態を保ち、弾性コイル
２５が元の真っ直ぐな状態に戻ろうとする復元力により第２湾曲部２Ｂが真っ直ぐな状態
に戻される。
【００４２】
　なお、図７に示されるように、この実施例のコイルガイド２４は関節輪２１を部分的に
内方に凹ませて形成されているが、筒状の部材を関節輪２１の内周面に固着する等の手段
で形成してもよい。
【００４３】
　また、この実施例ではコイルガイド２４が一個だけ設けられているが、複数のコイルガ
イド２４を、各々弾性コイル２５の先端固定位置と向きを合わせて、第２湾曲部２Ｂの途
中位置の関節輪２１の内周部に設けてもよい。
【００４４】
　図２及び図９に示される２６は、弾性コイル２５の先端から突出させた第２湾曲操作ワ
イヤ２３の先端に固着された抜け止め筒であり、この抜け止め筒２６により、第２湾曲操
作ワイヤ２３が連結筒３０に連結された状態になっている。
【００４５】
　図１０は、操作部４に配置された第２湾曲操作用押しボタン６部分を示しており、第２
湾曲操作用押しボタン６は、剛体からなる押しボタン本体６Ａに、キャップ状に形成され
た弾力性のあるゴムカバー６Ｂが被覆された構成になっている。
【００４６】
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　第２湾曲操作用押しボタン６Ａは、固定ナット４１で操作部４に固定されたボタン受け
筒４２に進退自在に嵌合して配置されて、圧縮コイルスプリング４３により突出方向に常
時付勢されている。ゴムカバー６Ｂの基部はボタン受け筒４２に固定されている。
【００４７】
　４４は、第２湾曲操作用押しボタン６の最大押し込み量を規制するための押し込みスト
ッパである。押し込みストッパ４４は、ボタン受け筒４２に対して固定された座板４５に
螺合していて、軸線回りに回転させることにより押しボタン本体６Ａの裏面に対する先端
の位置が変化し、固定ビス４６で最適の状態に固定することができる。
【００４８】
　押しボタン本体６Ａの裏面に直結されてその後方に突出するワイヤ駆動ロッド４７の先
端には、第２湾曲操作ワイヤ２３の後端が半田付け又はロー付け等で固着されている。４
８は、第２湾曲操作ワイヤ２３が係合するように操作部４内に回転自在に配置されたガイ
ドプーリである。
【００４９】
　操作部４内に配置されている弾性コイル２５の後端は、第２湾曲操作ワイヤ２３の後端
近傍位置（但し、ガイドプーリ４８まで達しない位置）に達しており、第２湾曲操作ワイ
ヤ２３の軸線方向移動に追随して軸線方向に移動する。
【００５０】
　このような構成により、第２湾曲操作用押しボタン６が図１０に示される待機状態から
図１１に示されるように押し込み操作されると、第２湾曲操作ワイヤ２３が牽引されて第
２湾曲部２Ｂが下方向に屈曲する。その屈曲状態は図４に示した通りである。
【００５１】
　そして、図１０に示されるように、第２湾曲操作用押しボタン６から指先を離して第２
湾曲操作用押しボタン６の押し込み操作を解除すると、圧縮コイルスプリング４３の付勢
力によって第２湾曲操作用押しボタン６が待機状態に戻されると同時に、第２湾曲部Ｂが
弾性コイル２５の復元力により真っ直ぐな状態に戻される。このようにして、第２湾曲部
２Ｂが、屈曲操作後に元の真っ直ぐなニュートラル状態に確実に戻るので、実用性が極め
て高い。
【符号の説明】
【００５２】
　１　可撓性挿入部
　２　湾曲部
　２Ａ　第１湾曲部
　２Ｂ　第２湾曲部
　４　操作部
　５　第１湾曲操作用回動片（回動型湾曲操作部材）
　５Ａ　回動アーム
　６　第２湾曲操作用押しボタン（押しボタン型湾曲操作部材）
　１３Ｕ，１３Ｄ　第１湾曲操作ワイヤ
　２３　第２湾曲操作ワイヤ



(8) JP 2010-252842 A 2010.11.11

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 2010-252842 A 2010.11.11

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】 【図９】



(10) JP 2010-252842 A 2010.11.11

【図１０】 【図１１】

【図１２】



专利名称(译) 内窥镜弯曲装置

公开(公告)号 JP2010252842A 公开(公告)日 2010-11-11

申请号 JP2009102840 申请日 2009-04-21

[标]申请(专利权)人(译) 保谷股份有限公司

申请(专利权)人(译) HOYA株式会社

[标]发明人 細木義弘

发明人 細木 義弘

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/24

FI分类号 A61B1/00.310.G G02B23/24.A A61B1/00.711 A61B1/005.522 A61B1/008.512

F-TERM分类号 2H040/BA21 2H040/DA19 2H040/DA21 4C061/DD03 4C061/FF32 4C061/HH32 4C061/HH33 4C061
/HH36 4C061/JJ01 4C161/DD03 4C161/FF32 4C161/HH32 4C161/HH33 4C161/HH36 4C161/JJ01

代理人(译) 三井和彦

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种具有优异的可操作性的内窥镜弯曲装置，其中第
一弯曲部和第二弯曲部可以通过握住操作部的手的手指容易且可靠地同
时弯曲。 在内部视图中，串联连接了前侧的第一弯曲部分2A和后侧的第
二弯曲部分2B，该弯曲部分可以通过操作部分4的远程控制彼此独立地弯
曲。 在镜弯曲装置中，操作部4具有能够通过使操作部4旋转而使第一弯
曲部2A弯曲的旋转式弯曲操作部件5，和使第二弯曲部2B弯曲的推压操
作。 可使用的按钮式弯曲操作构件6彼此独立地布置。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7c32fb0d-f6b7-4b3f-a8a1-195ecb6d2562
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/043314483/publication/JP2010252842A?q=JP2010252842A

